




生井 裕子 1・小泉 真理 1 
The Significance of Deep Active Learning in Career Education 
Consideration through Conducting a Workshop using Reflection Cards 
Yuko IKUI 1and Mari KOIZUMI1 
Abstract 
In recent years, Active Learning has been introduced into career education in Japan. However, there have been 
problems that have accompanied its introduction, such as the gap between students who participate actively in their learning 
and those who do not. In this experiment, a workshop using reflection cards was introduced into career education classes for 
sophomores in order to foster deeper self-awareness. These reflection cards were developed to facilitate reflection on one’s 
way of life and thinking, provide awareness and empathy within a group, and deepen dialogue. From the result of the 
questionnaire and free comments after the workshop, the scores for categories “understanding of others”, “motivation to 
engage in dialogue”, “deepening and widening one’s point of view” were relatively high. From the free comments, students 
reported a new understanding and “deep” awareness about oneself. It appears the students who have difficulty talking about 
themselves could participate in the workshop easily because the reflection cards promoted a structured dialogue.  
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 2017 年 6 月、学部 2 年生を対象とした「キャリアデベロップメント基礎Ⅱ」の授業内で、リフレク
ションワークショップを実施した。リフレクションカードの開発者を講師として招聘した。ワークシ
ョップの参加者は、授業を履修した学生 11 名であった。実施にあたっては、上級生でリフレクション
ワークショップをすでに体験したことのある学部 4 年生 4 名に依頼し、ファシリテーターとして共に
授業に参加してもらった。授業の様子は Figure1 に示す。 
 
３．２． 使用したツール 
 リフレクションカード Personal（中島、2015）と Regular（中島、2014）を用いた。Personal は、個
人の生き方や考え方を振り返り、気づきと共感を引き起こしつつ対話を深めること、Regular は個人や
組織の経験学習を主眼として開発されたものである。Personal と Regular のカードセットを Figure2 に





























    Figure1. ワークショップ導入の授業風景         Figure2. リフレクションカード Personal（上）と 



















用される Regular の質問カードを織り交ぜて、計 35 枚の質問カードによって構成した。（3）聞く内省
で用いるフィードバックカードは、Personal の 10 枚のカードを用いた。（4）気づきの言語化では、自
らが語った気づきをその後の生活の中でも活かせるように、持ち歩きが可能な「気づきカード」とい
う 1 枚のカードを準備し、記入する時間をとった。なお、（1）（2）（3）で用いたカードの内容例につ






２）ワークの実施（1 人目）（15 分＋5 分） 
３）ワークの実施（2 人目）（15 分＋5 分） 
４）ワークの実施（3 人目）（15 分＋5 分） 





















 アンケートは、参加者全員が「4 すごくそう思う」ないし「3 そう思う」と回答したため、平均
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基本 5 More detail? 具体的には？詳しく言うと？
分析 4 その経験はあなたの人生においてどのような意味がありそうですか？
過去の探求 7 ターニングポイントとなった経験はどのようなものでしたか？
深い探究 1 なぜそう感じるのだと思いますか？
未来の探求 4 周りの人とどのように関われていたら理想ですか？
今の探求 3 今、人生のどのようなステージにいると思いますか？
ビジョン 2 どうなればあなたは心から嬉しくなると思いますか？
壁 3 あなたが足踏みをしてしまうところはどこですか？
そもそも 1 なぜそう考えたり判断するのだと思いますか？
成功パターン 3 その成功パターンを見つけたきっかけは何ですか？
分析 2 そこにはあなたのどのようなモノの見方が影響していますか？
主人公が力を発揮するのはどのような状況だと感じましたか？
今の話はあなたにどのような影響を与えそうですか？
主人公のエネルギーの源は何だと感じましたか？
主人公は周りの人にどのようなプラスの影響を与えられると感じましたか？
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